
看護学部 看護学科 

氏名 保母 恵 職名 講師 専攻分野 在宅看護 学位名 修士（スポーツ科学） 

 主要業績（著書・研究論文併せて 5点以内） 

【論文】 

・ 地域包括支援センター保健師職交流会の成果と課題,保健師ジャーナル,79(6),2023年（共著） 

・地域包括支援センターの地域づくりで保健師等が行う活動の重要度と実施状況に関する専門 

職種間の認識，国際医療福祉大学学会誌，27(2), 2022年（共著）   

・看護師が実施する入院前からの退院支援の現状と課題,日本医療マネジメント学会誌, 23(1) , 2022

年（共著）   

・ 【工夫が光る! 在宅看護演習・実習】地域とのつながりをとらえた「継続看護学実習」  

オンライン実施での工夫とメリット ,看護教育 ,61(11), 2020年 

 

【著書】 

・ナーシング・グラフィカ地域・在宅看護論②地域療養を支える技術,メディカ出版,2023年（共著） 

 最近 5年間の業績（2018年度～2022年度） 

【論文】 

・地域包括支援センター保健師職交流会の成果と課題,保健師ジャーナル,79(6),2023年（共著） 

・地域包括支援センターの地域づくりで保健師等が行う活動の重要度と実施状況に関する専門 

職種間の認識，国際医療福祉大学学会誌，27(2), 2022年（共著）   

・看護師が実施する入院前からの退院支援の現状と課題,日本医療マネジメント学会雑誌, 23(1) , 2022 

年（共著）   

・【工夫が光る! 在宅看護演習・実習】地域とのつながりをとらえた「継続看護学実習」  

オンライン実施での工夫とメリット ,看護教育 ,61(11), 2020年 

【著書】 

・ナーシング・グラフィカ地域・在宅看護論②地域療養を支える技術,メディカ出版,2023 

年（共著） 

【学会発表】 

・就労支援を受ける生活困窮者へのトラウマ・インフォームド・ケアを基盤としたストレス対処講座作 

成と評価, 2019年 12月（共同） 

・Development of a stress-coping educational program based on the Trauma Informed Approach for 

 welfare recipients in Japanese welfare-to-work programs, 23th East Asia Forum of Nusing  

Scholars 2020年 1月（共同） 

・ボランティアスタッフからみたスリーA式認知症プログラムの効果, 国際医療福祉大学学会, 2020 

年 11月 （共同） 

・地域包括ケアシステムにおける人々の「自助」の意識について 今後、高齢期を迎える人々 



に着目して,日本看護科学学会, 2020年 12月 （共同） 

・ボランティアスタッフからみたスリーA式認知症プログラムの効果, 国際医療福祉大学学会,2020年 

11月 （共同） 

・諸外国における「福祉から就労」健康上の課題を持つ人々への支援, 第 80回日本公衆衛生学会,2021

年 11月（共同） 

・福祉から就労プログラムに参加する健康上の課題を抱える公的扶助利用者への支援米国の貧困家庭 

一時扶助制度見学を通じての学び,第 10回日本公衆衛生看護学会学術集会,2022年 1月（共同） 

・生活困窮者に対する健康支援・保健師活動に関する文献検討, 第 10回日本公衆衛生看護学会学術集 

会,2022年 1月（共同） 

 

 

 


